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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 繊度が１１０ｄｔｅｘ以上８００ｄｔｅｘ以下で、強度が２．６ｃＮ／ｄｔｅｘ以上の
ポリ乳酸モノフィラメントの織物で構成され、少なくともポリ乳酸モノフィラメントの一
部が難燃性のポリ乳酸モノフィラメントであって、該織物の充実率が９５～５６％である
難燃性を有する生分解性建設工事用メッシュシート。
【請求項２】
 ポリ乳酸モノフィラメントが原着モノフィラメントである、請求項１に記載された生分
解性建設工事用メッシュシート。
【請求項３】
 難燃性のポリ乳酸モノフィラメントが、難燃剤として［２－（β－ヒドロキシエトキシ
カルボニル）エチル］メチルホスフィン酸を配合して難燃化したポリ乳酸モノフィラメン
トである、請求項１または２に記載された生分解性建設工事用メッシュシート。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はポリ乳酸繊維またはポリ乳酸モノフィラメントで織成された織物で構成された
、軽量で作業性に優れ、難燃性を有する生分解性建設工事用メッシュシートに関するもの
である。
【０００２】
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【従来の技術】
　従来から建設工事現場に展張して資材の落下、火花の放散、塗料の飛散を防止するため
メッシュシートが用いられている。通気性のないシートは風圧を受けるので好ましくない
。従来用いられている建設工事用メッシュシートはポリエステルやポリアミド繊維等の合
成繊維から織編された繊維布帛に塩化ビニル樹脂をコーティングしたものが使用されてい
る。
　しかし該塩化ビニル樹脂で加工された建設工事用メッシュシート類に関しては廃棄時に
燃焼工程を通過するとダイオキシン等が発生する問題や、塩酸が発生し焼却炉等を痛める
等の問題が発生した。またこれ等メッシュシート類を埋め立てて廃棄される場合もあるが
塩化ビニル樹脂をはじめ繊維布帛を構成する合成繊維は長期間にわたり分解せず、樹脂に
含有される可塑剤の抜け出し等が地下土壌を汚染する等社会問題になってきている。
　例えば、特開平９－１７０３号公報には「編物、織物および不織布」の群より選ばれた
少なくとも１種の繊維構造物（Ａ）に対して、脂肪族ポリエステルを主成分とする重合体
（Ｂ）溶融液、溶剤溶液または／およびフイルムをコーティング法または／およびラミネ
ート法によって付与、接着し、両者（ＡとＢ）を一体化する方法が開示されている。
　該公報には難燃性を付与する概念は全くなく、建設工事用に使用するには不向きであり
、また一部シリコーンやフッ素化合物を導入して撥水性を高めることや接着剤として水系
アクリルエマルジョン等を使用するとの記載があり、これ等シリコーン、フッ素系化合物
及びアクリル樹脂は生分解性を有しておらず、土中や堆肥中に埋設しても完全に分解せず
、一部ポリマーとして残留する問題がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上記のような従来用いられている建設工事用メッシュシートは、難燃性を有しかつ分解
後自然界に存在する物質に変わる建設工事用メッシュシートではないという問題があった
。
　本発明は、このような現状に鑑みて行われたもので、使用後に土中や堆肥中に埋設する
と自然界に存在する物質に変換する建設工事用メッシュシートを提供することを目的とす
るものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、
「１． 繊度が１１０ｄｔｅｘ以上８００ｄｔｅｘ以下で、強度が２．６ｃＮ／ｄｔｅｘ
以上のポリ乳酸モノフィラメントの織物で構成され、少なくともポリ乳酸モノフィラメン
トの一部が難燃性のポリ乳酸モノフィラメントであって、該織物の充実率が９５～５６％
である難燃性を有する生分解性建設工事用メッシュシート。
２． ポリ乳酸モノフィラメントが原着モノフィラメントである、１項に記載された生分
解性建設工事用メッシュシート。
３． 難燃性のポリ乳酸モノフィラメントが、難燃剤として［２－（β－ヒドロキシエト
キシカルボニル）エチル］メチルホスフィン酸を配合して難燃化したポリ乳酸モノフィラ
メントである、１項または２項に記載された生分解性建設工事用メッシュシート。」
に関する。
【０００５】
【発明の実施の形態】
　本発明に使用するポリ乳酸繊維とはその２量体ラクチドをモノマーとして重合せしめた
ポリマーを紡糸したものであり、光学異性体Ｄ体もしくはＬ体のホモポリマー及び共重合
体のいずれでもよい。
　該ポリ乳酸モノフィラメントの強度は２．６ｃＮ／ｄｔｅｘ以上でなければならず、２
．６ｃＮ／ｄｔｅｘ未満であれば建設工事用メッシュシートとして要求される引張強力や
引裂強力等の機械的物性が低くなり、メッシュシートとしての機能を発揮できなくなる。
好ましくは３．０ｃＮ／ｄｔｅｘ以上である。
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【０００６】
　繊維の技術分野では、モノフィラメントは、マルチフィラメント、紡績糸等の繊維に区
別されている。
　難燃性ポリ乳酸繊維とポリ乳酸モノフィラメントの難燃剤に関しては土中等に埋設する
と自然界に存在する物質になるものであれば特に限定するものではなく、分解しやすいよ
うに低分子化合物であることが望ましい。
　難燃性ポリ乳酸繊維とポリ乳酸モノフィラメントは、重合工程で該難燃剤を添加する練
り込み製造方法を採用して製糸あるいはフィラメントにすればよい。難燃剤は繊維の強力
を低下させるため、難燃剤の添加量を好適な範囲の添加量を選択する必要がある。難燃剤
が少ないと効果が十分ではなく、多くなるとメッシュシートの強力を低下させるので、難
燃剤の添加量は０．２～１．０ｗｔ％であるのが好ましい。
【０００７】
　好ましい難燃剤は２官能性燐化合物及び／または金属酸化物である。また、金属水酸化
物が挙げられる。
　２官能性燐化合物としては（２－カルボキシエチル）メチルホスフィン酸、（２－カル
ボキシエチル）フェニルホスフィン酸、（２－メトキシカルボキシエチル）フェニルホス
フィン酸メチル、（４－メトキシカルボキシエチル）フェニルホスフィン酸、（２－（β
－ヒドロキシエトキシカルボニル）エチル）メチルホスフィン酸のエチレングリコールエ
ステル、（１，２－ジカルボキシエチル）ホスフィンオキシド、（２，３－ジメトキシカ
ルボキシルプロピル）ジメチルホスフィンオキシド、（２，３－ジメトキシカルボキシエ
チル）ジメチルホスフィンオキシド、（１，２－ジ（β－ヒドロキシエトキシカルボニル
）ジメチルホスフィンオキシド、１，２－ジカルボキシエチルホスフィンオキシド（２，
３－ジメトキシカルボキシプロピル）ジメチルホスフィンオキシド、（２，３－ジメトキ
シカルボキシエチル）ジメチルホスフィンオキシド、（１，２－ジ（β－ヒドロキシエト
キシカルボニル）ジメチルホスフィンオキシド等が挙げられる。
　好ましくは（１，２－ジカルボキシエチル）ホスフィンオキシド、（２，３－ジメトキ
シカルボキシルプロピル）ジメチルホスフィンオキシド、（２，３－ジメトキシカルボキ
シエチル）ジメチルホスフィンオキシド、（１，２－ジ（β－ヒドロキシエトキシカルボ
ニル）ジメチルホスフィンオキシドであり、２価の有機基を有しているため反応性が良好
であり、また分解速度が比較的速い。
　金属酸化物として三酸化アンチモンが好ましい。
　金属水酸化物として天然に存在する物質である水酸化マグネシウム、水酸化アルミニウ
ムが好ましい。
【０００８】
　本発明の建設工事用メッシュシートは、難燃性ポリ乳酸繊維のみで織物を構成してもよ
いが、難燃性を有する設計とすれば、難燃性を有しないポリ乳酸繊維と交織、合撚した織
物が構成されてもよい。
　本発明の建設工事用メッシュシートを構成するポリ乳酸繊維とポリ乳酸モノフィラメン
トは、その繊度、密度を調整することにより、引張強さ、空気の通気性等を変化させるこ
とができるが、建設工事用メッシュシートの充実率が９５％～５６％であることが必要で
ある。充実率が９５％をこえると空気の通気性が悪くなり、また工事現場で使用される建
設工事用メッシュシートは汚れの付着が激しく飛散防止メッシュシートとして使用すると
目詰まりをおこし長期間の使用に耐えなく透明性にも欠ける。さらに風合いが硬くなりす
ぎて建設工事用メッシュシートの折り曲げ・運搬・張りつけ等の作業性が悪くなる。充実
率が５６％未満では目ずれが起りやすくなる
【０００９】
　本発明の建設工事用メッシュシートの織組織は平・綾・朱子の三原組織及びそれ等を変
化したもの、混合したもの、他の特殊なものであっても差し支えないが、特に軽量で、目
ずれが起こりにくく、通気性を多くする上で好ましいのは、平組織、模紗組織、絡み織組
織等である。これは経糸、緯糸の集束部で通気性を付与し、平織部の経糸、緯糸の屈曲で
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曲げ抵抗が大きくなり交差部が動きにくくなり固定され目ずれ防止効果が付与される。
　同様に、難燃性ポリ乳酸モノフィラメントのみで織物を構成してもよいが、難燃性を有
する設計とすれば、難燃性を有しないポリ乳酸モノフィラメントと交織、合撚した織物が
構成されてもよい。
　ポリ乳酸モノフィラメントを用いると糸条の剛性が高く、曲げ抵抗が大きいため交差点
が動きにくくなり固定され、目ズレ、目曲がりが発生し難くなる効果が奏される。
　本発明の建設工事用メッシュシートの強力は、ＪＩＳ　Ｌ　１０９６ストリップ法にて
測定した時の引張強力は、飛散防止メッシュシートとしては６００Ｎ／３ｃｍ以上、工事
用メッシュシートとしては１５００Ｎ／３ｃｍ以上であることが耐久性、安全性、落下防
止効果の上からでも必要である。
【００１０】
　本発明の建設工事用メッシュシートに用いる原着ポリ乳酸繊維と、原着ポリ乳酸モノフ
ィラメントは、着色剤として一般に用いられているシアニン系、スチレン系、フタロシア
ニン系、アンスラキノン系、ペリノン系、イソインドリノン系、キノフタロン系、テオイ
ンディゴ系等の有機顔料、及び、無機顔料の酸化チタン等のうち１種類または２種類以上
を、混合して着色チップを得て、ベースポリマーと該着色チップとを適宜混合し、溶融紡
糸して得る。原着糸は染色工程を経ることなく、所望の色相を付与することができるだけ
でなく、一般に上記の顔料等は耐光性が優れているので変退色しにくく、ポリマーの紫外
線による劣化を防止するのでメッシュシートの耐久性向上にも寄与する利点がある。
　ポリ乳酸モノフィラメントの織物を染色工程の染料で染め加工してもよく、難燃剤を水
中に溶解、または分散した溶液を染浴に添加し、繊維内部や表面に浸透させてもよい。ま
た織物を難燃剤溶液中に浸漬し、マングルで均一に絞った後、熱を加えて固着してもよい
。
【００１１】
　織物の充実率については空隙がある開口部が複数存在するように写真を撮り、該写真の
重量を秤量し（Ａ）、該写真の開口部を切り取った後の重量を続いて秤量する（Ｂ）。こ
れらの数値を下記の式を用いて充実率を算出する。
充実率（％）＝（Ｂ／Ａ）×１００
　本発明のメッシュシートは必要により市販の耐候性向上剤、撥水剤、防汚剤等を付与で
きる。
【００１２】
【実施例】
　次に本発明を実施例により説明する。
　引張強力や防炎性の物性については、ＪＩＳ　Ｌ　１０９６、及びＪＩＳ　Ａ　８９５
２（建築工事用シート）に準じて測定を行った。
【００１３】
参考例１
　ポリ乳酸重合工程にて、難燃剤として［２－（β－ヒドロキシエトキシカルボニル）エ
チル］メチルホスフィン酸０．５重量部と三酸化アンチモン０．０３重量部を添加して重
合反応を行い、相対粘度２．０５の難燃性ポリ乳酸チップを得た。この難燃性ポリ乳酸チ
ップを円形の吐出孔から押し出して溶融紡糸を行い、延伸して、１１２０ｄｔｅｘ／１９
２ｆｉｌ、強度３．５ｃＮ／ｄｔｅｘの難燃性ポリ乳酸繊維を得た。同様に難燃剤を添加
しないレギュラーポリ乳酸チップを用い、溶融紡糸を行い、延伸して、１１２０ｄｔｅｘ
／１９２ｆｉｌ、強度４．０ｃＮ／ｄｔｅｘのポリ乳酸繊維を得た。経糸として１１２０
ｄｔｅｘ／１９２ｆｉｌ難燃性ポリ乳酸繊維の撚糸（Ｓ方向８０Ｔ／ｍ）、緯糸として１
１２０ｄｔｅｘ／１９２ｆｉｌポリ乳酸繊維の２本合撚糸（Ｓ方向８０Ｔ／ｍ）を用い、
レピア織機にて、タテ密度３５本／インチ、ヨコ密度１８本／インチの織物を絡み組織に
て製織し、ヒートセッターにて１２０℃で３０秒間セットを行い、参考例１の建設工事用
ポリ乳酸繊維製メッシュシート織物を得た。
【００１４】
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参考例２
　参考例１で経糸用に用いた難燃性ポリ乳酸チップに、着色剤としてシアニン系ブルーと
カーボンを２．０：０．１の重量比で混合して１０重量％添加し、ブルーのマスターチッ
プを得た。該ブルーのマスターチップと、参考例１の経糸用に用いた難燃性ポリ乳酸チッ
プとを１：４５の割合で混合し、円形の吐出孔から押し出して溶融紡糸を行い、延伸して
、１１２０ｄｔｅｘ／１９２ｆｉｌ、強度４．０ｃＮ／ｄｔｅｘ、伸度３５％の難燃性原
着ポリ乳酸繊維を得た。得られた難燃性原着ポリ乳酸繊維の撚糸（Ｓ方向８０Ｔ／ｍ）を
、経糸、緯糸として用い、レピア織機にて、タテ密度３５本／インチ、ヨコ密度３５本／
インチの完全組織６×６模紗組織織物を製織し、ヒートセッターにて１２０℃で６０秒間
セットを行い、参考例２の難燃性原着ポリ乳酸繊維建設工事用メッシュシート織物を得た
。
【００１５】
実施例１
　ポリ乳酸重合工程にて、難燃剤として［２－（β－ヒドロキシエトキシカルボニル）エ
チル］メチルホスフィン酸０．５重量部と三酸化アンチモン０．０３重量部を添加して重
合反応を行い、相対粘度２．０５の難燃性ポリ乳酸チップを得た。この難燃性ポリ乳酸チ
ップを円形の吐出孔から押し出して溶融紡糸を行い、延伸して、６００ｄｔｅｘ、強度３
．５ｃＮ／ｄｔｅｘの難燃性ポリ乳酸モノフィラメントを得た。同様に難燃剤を添加しな
いレギュラーポリ乳酸チップを用い、溶融紡糸を行い、延伸して、６００ｄｔｅｘ、強度
４．０ｃＮ／ｄｔｅｘのポリ乳酸モノフィラメントを得た。経糸として難燃性ポリ乳酸モ
ノフィラメント、緯糸としてポリ乳酸モノフィラメントを用い、レピア織機にて、タテ密
度２５本／インチ、ヨコ密度２８本／インチの平組織織物を製織し、ヒートセッターにて
１２０℃で３０秒間セットを行い、実施例１の建設現場で使用する飛散防止用ポリ乳酸モ
ノフィラメント製メッシュシート織物を得た。
【００１６】
実施例２
　実施例１で経糸用に用いた難燃性ポリ乳酸チップに、着色剤としてシアニン系ブルーと
カーボンを２．０：０．１の重量比で混合して１０重量％添加し、ブルーのマスターチッ
プを得た。該ブルーのマスターチップと、実施例１の経糸用に用いた難燃性ポリ乳酸チッ
プとを１：４５の割合で混合し、円形の吐出孔から押し出して溶融紡糸を行い、延伸して
、８００ｄｔｅｘ、強度４．２ｃＮ／ｄｔｅｘ、伸度３５％の難燃性原着ポリ乳酸モノフ
ィラメントを得た。得られた難燃性原着ポリ乳酸モノフィラメントを経糸、緯糸として用
い、レピア織機にて、タテ密度３９本／インチ、ヨコ密度３９本／インチの完全組織６×
６模紗組織織物を製織し、ヒートセッターにて１２０℃で６０秒間セットを行い、実施例
２の工事用の難燃性原着ポリ乳酸モノフィラメント製メッシュシート織物を得た。
【００１７】
比較例１
　ポリエステルフィラメントヤーン１１００ｄｔｅｘ９６フィラメントに８０Ｔ／Ｍ施撚
して経糸と緯糸に用い、レピア織機にて、タテ密度２１本／インチ、ヨコ密度２１本／イ
ンチの完全組織６×６模紗組織織物を製織した、製織したメッシュシートはそのままでは
目ずれが発生するので、下記組成よりなる塩化ビニルペーストを両面コーティング加工し
、１３０℃で乾燥した後、１７０℃にて熱処理を行い、比較例１の建設工事用メッシュシ
ートを得た。
塩化ビニルペースト組成
塩化ビニルペースト　５０重量部　（ゼオン１２１、日本ゼオン株式会社）
ＤＯＰ　　　　　　　１５重量部　（可塑剤、三菱モンサント株式会社）
ＤＩＮＰ　　　　　　１５重量部　（可塑剤、三菱モンサント株式会社）
アデカー－Ｏ－１３０Ｐ　３重量部　（アデカアーガス株式会社）
ＫＶ－６２Ｂ－４　　３重量部　　（安定剤、共立薬品株式会社）
三酸化アンチモン（難燃剤）７重量部
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炭酸カルシウム（充填剤）　７重量部
【００１８】
比較例２
　テレフタル酸とエチレングリコールをエステル化して得たビスβ－ヒドロキシテレフタ
レート、及び、その低重合体１００重量部に、難燃剤として［２－（β－ヒドロキシエト
キシカルボニル）エチル］メチルホスフィン酸０．５重量部と三酸化アンチモン０．０３
重量部、艷消剤として酸化チタン０．５重量部を添加して０．６ｍｍＨｇに減圧し、２８
０℃にて重合反応を行い、固有粘度０．７８のポリエステル難燃性チップを得た。このポ
リエステル難燃性チップを円形の吐出孔から押し出して溶融紡糸を行い、延伸して、融点
２５５℃の４４４ｄｔｅｘ、強度６．０ｃＮ／ｄｔｅｘの難燃性ポリエステルモノフィラ
メントを得た。同様に難燃剤を添加しないレギュラーポリエステルチップを用い、溶融紡
糸を行い、延伸して、融点２５５℃の４４４ｄｔｅｘ、強度６．２ｃＮ／ｄｔｅｘのレギ
ュラーポリエステルモノフィラメント糸条を得た。経糸として難燃性ポリエステルモノフ
ィラメント、緯糸としてレギュラーポリエステルモノフィラメントを用い、レピア織機に
て、タテ密度２５本／インチ、ヨコ密度２５本／インチの平組織織物を織成し、ヒートセ
ッターにて１８０℃で３０秒間セットを行い、比較例２の飛散防止用ポリエステルモノフ
ィラメント製メッシュシート織物を得た。
【００１９】
【００２０】
【表１】

【００２１】
　表１の実施例１～２から明らかなように、本発明の建設工事用メッシュシート合成繊維
の繊度、密度、織組織を調整することにより、重さ、引張強さ、空気の通気性に大きく影
響する充実率を変化させることができ、模紗組織、絡み織組織等で製織することにより目
ずれがしにくくなる。これは経糸、緯糸の収束部で通気性を付与し、平織部の経糸、緯糸
の屈曲で曲げ抵抗が大きくなり交差点が動きにくくなり固定され目ずれ防止効果が付与さ
れ、建設工事用メッシュシートとしての特性を満足するものであった。
【００２２】
　これ等を福井県坂井郡丸岡町の土中に埋設放置し状況を観察した結果、実施例１～２の
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メッシュシートは、１年後にはメッシュシートの状態を保っており、容易には引き裂けな
かったが、２年後には形態は保っているが、簡単に裂ける状態になり、３年後には分解し
ていて、ほぼその形状を保っていないことが確認され、比較例１～２のポリエステル繊維
、塩ビ被覆のメッシュシートは、３年間の埋設後も形状を保持しており、容易に引き裂け
る状態にはないことが確認された。
【００２３】
【発明の効果】
　本発明によれば、使用後に土中や堆肥中に埋設すると自然界に存在する物質に変化する
建設工事用メッシュシートを提供することができる。
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